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この講座は、疑似体験セットと呼ばれる装具を装着して、高齢者の加齢に伴う身体機能の変化を体験
するものです。この体験を通して、高齢者の気持ちや介護方法、高齢者とのコミュニケーションの取り
方を学びます。扶桑町では、小中学校でおこなう福祉実践教室の科目の一つとしておこなわれてお
ります。今回は、その福祉実践教室でお手伝いしてくださる方を募集します。

　このたび扶桑町社会福祉協議会では、日本財団様の
助成を受けて、車両（ホンダＮ－ＷＧＮ）を１台整備する
ことができました。
　車両は訪問介護事業に従事するホームヘルパーの
足として活用させていただく予定です。
　なお、日本財団様による福祉施設等への福祉車両助
成事業は毎年実施されており、2015年度は全国で
2,168団体・2,239台に対して助成されました。

●日　時　５月２0日（金）　午前９時３０分～午後３時

●場　所　総合福祉センター　２階
　　　　　大会議室・ボランティアルーム

●定　員　２０名（先着順、定員になり次第締め切ります。）

●参加費　無料　　　　●申込締切　５月１３日（金）

問い合わせ及び申込み先は、扶桑町社会福祉協議会
電　話：９３－４３００　ＦＡＸ：９３－４３４９　
メール：f.syakyo@k5.dion.ne.jp
（ＦＡＸ・メールの場合は、件名に講座名を、本文に氏名・住所・電話番号を必ず記載してください。）

訪問介護事業の足として

高齢者疑似体験サポーター養成講座

参加者募集のお知らせ！！



　総合福祉センターにて、３月５～６日の２日にわたり養成講座を開催し
ました。１日目は、被災された方からのボランティアニーズ調査の手法と、
駆け付けたボランティアを受け入れ送り出す手順を学び、２日目は、活動
時の心構えと活かせる知識を得るよう、東日本大震災等の被災地へ赴かれ
た町役場職員及びボランティアの方から活動の体験談を聞きました。

町内や近隣市町などで震災や水害などの災害が発生した時に、被災された方のため迅速に災害支援活動が
進められるよう、ボランティアとしてご協力いただける方の登録をしています。

＜登録方法＞
社会福祉協議会（総合福祉センター２階）にて登録票に必要な事項を記載のうえ提出いただきます。

＜登録できる方＞
次の①～⑤すべてに当てはまる方
①健康でボランティア活動に支障が無い方
②扶桑町及び近隣市町にお住まいがある方
③概ね１８歳以上、７５歳未満の方
④ボランティア活動保険に加入済みまたはご加入いただける方
⑤社会福祉協議会及び被災地の指示に従って活動できる方

＜登録期間＞
４月１日より１年間（年度途中に登録された方は、翌年の３月末日まで）
ただし、ボランティア本人から登録取消の申し出がある場合を除き、自動更新されるものとします。

＜災害発生時の依頼＞
災害が発生した場合は、社会福祉協議会で依頼の要不要を判断し、登録ボランティアに速やかに協力の依頼
をメールまたはＦＡＸにて行います。
　※事前登録が無ければ、災害発生時にボランティア登録や活動ができないわけではありません。

安心して下さい!!
登録してますよ!!

災害支援ボランティア
登録方法

災害ボランティアコーディネーター養成講座を開催しました。
備えあれば憂いなし!!



（社会福祉協議会へ）

あっぷるぱい 様

朗読グループあいうえお 様

アイリス 様

某 様

某 様

寄附内容ご　　氏　　名
3,340 円

3,000 円

3,000 円

5,000 円

5,000 円

利用料について
・福祉サービスの利用援助
・日常的金銭管理サービス

・書類等の預かりサービス 年間  ３，０００円
（月額 ２５０円）

１回  １，２００円
（生活保護受給者は無料）

※たとえば認知症高齢者・知的障害者・精神障害者などで判断力が十分でない方です。

お問い合わせは　扶桑町社会福祉協議会　電話：９３－４３００　まで

悩んだり、困ったりした時に役に立つ

平成27年度赤い

羽根共同募金

有限会社 溝口製作所

法人募金（敬称略）法人募金（敬称略）

※預かりサービスのみの
 利用はできません



◎詳しくは社会福祉協議会までお問い合わせください。
　問い合わせ先　扶桑町社会福祉協議会　電話：93-4300　FAX：93-4349

ボランティア活動保険では、ボランティア・ＮＰＯ活動中にボランティア自身がケガをした（傷害事故）、他
人にケガをさせてしまった、他人の物を壊してしまった（賠償事故）などを幅広く補償します。個人でも団体
でも加入できます。

・団体で加入される場合、代表者印の印鑑（団体印でも可）をご持参ください。また団体員名簿（名簿の様式は
問わない。）の提出によって、申込書への加入者氏名の記入手続を省略することができます。

・社協やボランティア活動を推進している民間団体が主催の行事中のケガや賠償事故を補償する「ボラン
ティア行事用保険」もあります。

その他

●傷害事故
（例）・ボランティアがボランティア活動中に転んでケガした。
　　・ボランティア活動に向かう途中、交通事故にあった。
　　・活動中、食べた弁当でボランティア自身が食中毒になった。

●賠償事故（法律上の損害賠償責任を負った場合。）
（例）・ボランティア活動中、誤って他人にケガをさせた。 
　　・活動中に誤って物を壊してしまった。
　　・活動での後片付け中、誤って他人にケガをさせてしまった。

補償対象となる事故

日本国内における「自発的な意思に基づき他人や社会に貢献する無償のボランティア活動」
（実費弁償費程度のものは無償とみなします。）
※活動には活動のための学習会または会議も含みます。
※活動場所と自宅の往復途上の事故も補償の対象になります。

対象となるボランティア活動

Aプラン

250円基本プラン

Bプラン Cプラン

300円 350円

※補償内容等、詳細につきましては扶桑町社会福祉協議会までお問い合わせください。掛　金

330円天災プラン 400円 480円

平成２8年４月１日午前０時から平成２9年３月３１日午後１２時まで
中途加入の場合は、加入手続きの完了した日の翌日午前０時からとなります。
※補償期間は年度ごとに区切られておりますので、昨年度加入いただいた方も更新の必要があります。ご注意ください。

補償期間



丹羽青年会議所

明るい豊かなまちづくり

青少年育成事業

主な活動

こんな人にお勧めです!!
明るい豊かなまちづくりに興味のある

20歳から40歳までの青年

　「明るい豊かな社会」の実現を理想と

し、次代の担い手として自覚と責任感を

持った20歳から40歳までの「品格ある青

年」で構成された団体です。

自分たちの生まれ育ってきたこの町を今よ

りもっと素晴らしく住みよい町として、次

世代の人々に受け継いで頂けるよう活動し

ています。

災害ボランティア Ｄサポート

私たちは、防災訓練の補助や防災講演会

による啓発を行っています。大規模災害

時には、「白いタオル」を揚げることで、

たくさんの生命を救う運動を推進してい

ます。興味がある方は、一緒に活動しま

せんか。

活動紹介

災害に強いまちづくり活動を進める。

災害ボランティアとして、地域の防災意

識の普及、向上を図ると共に災害発生時

には救援活動を主な目的とします。

活動紹介

① 毎月１回の防災勉強会

② 防災訓練（扶桑町・大口町・各地域）

活動日

① 例会　月１回（第３木曜日）

② 委員会　月２回程度

活動日

★ 多くの命を救いたいと想う人は
　　　　　　　　　　　 こちらまで！

明るい豊かな社会の実現

TEL：090-6585-1320　FAX：0587-91-0300



　住み慣れた地域でいつまでも自分らしい暮らしを送ることができるよう、医療や介護、生活支援が一体的
に提供される「地域包括ケアシステム」の構築が推進されています。

　平成 28年 2月 18日（木）在宅医療・介護連携推進事業の研修会が開催されました。「認知症の理解と地域
連携」について、かつし家庭医療医院　渡辺院長の講演会を行った後、「認知症の早期受診に向けての支援」に
ついてグループワークを行いました。

体を動かす習慣をつけましょう
体を動かす事で、脳への血流が増え、脳細胞の活
性化につながると言われています。

閉じこもりを防ぎましょう
積極的に人と交流したり、趣味やボランティア、
社会活動、介護予防教室に参加するなど、積極的
に活動し、家から出る機会を増やしましょう。

脳を活発に使う生活をしましょう
本や新聞を読む、日記をつけるなど頭を使って
脳に刺激を与える生活を心がけましょう。

禁煙を心がけましょう
たばこは動脈硬化を進め、脳血管障害を引き起
こします。

バランスよく食べましょう
塩分や脂質の摂り過ぎに注意して肉や
野菜などバランスよく食べましょう。
栄養不足は老化を進めてしまいます。

歯磨き、口のケアをしましょう
よく噛んで食べる事は脳に刺激を与えます。健
康な歯を保つことは予防につながります。

寝たきりにならない為に転倒を予防しましょう
転倒による骨折から寝たきりになり、生活が不活発になる事で認知症を招いてしまうこと
があります。

扶桑町社会福祉協議会　地域包括支援センター　　☎ 91-1171

物忘れが気になりはじめたら、ひとりで悩まずに相談してください。
地域包括支援センターは高齢者の相談窓口です。

小さな心がけで 認知症を予防しましょう

認知症の患者数は高齢化率に比例し増え続けています。
２０２５年には６５歳以上の方の５人に１人が認知症になると言われています



　愛知県社会福祉協議会の主催により、福祉活動やボランティア活動について、児童・生徒から693編の福祉体

験作文が寄せられ、その結果、県内で26の優秀作品が選ばれました。扶桑町からも9名の方が応募されましたの

で、扶桑中学校3年　加藤眞子さんの作文をご紹介します。（平成27年度の学年です。）
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。
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、福
祉
の
仕
事
を
し
た

い
な
と
思
い
ま
し
た
。



　お祝いごとや香典のお返しを扶桑町の福祉のために
ご検討ください。
　ご寄附いただきました方には、町長及び本会会長名
を入れた礼状をご用意させていただきます。

4 1 15 5 6
1 30 4 30

2

1 30 4 30
2

●貸出期間

●対象者

4 28 5 23

※予約（4月分は4/1日から、5月分は
5/2日から）が必要です。
初めての方を優先させていただきます。

20

月

赤ちゃん絵本プレゼント赤ちゃん絵本プレゼント赤ちゃん絵本プレゼント
　1 歳未満の赤ちゃんを対象に、五感や
想像力の発達と豊かな心が育まれること
を願い、絵本をプレゼント致します。
対象となる方：
　扶桑町内にお住まいの 1歳未満のお子さま
お渡しの方法：
　母子健康手帳など扶桑町在住を証明できる
ものをご持参の上、扶桑町総合福祉センタ
ー2階、社会福祉協議会までお越しください。
　（土日祝日は3階管理人室へお声を掛けてください。）

月


